
学
ぶ
こ
と
が
重
要
と
思
う
が
。

市
長

市
民
の
視
点
で
行
政
を

行
う
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で
、

職
員
も
、
み
ず
か
ら
地
域
の
中

に
入
っ
て
市
民
と
一
緒
に
考

え
、
活
動
し
、
一
市
民
と
し
て

の
役
割
を
積
極
的
に
担
う
、
と

い
っ
た
態
度
を
育
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

同
時
に
、
政
策
形
成
能
力
を

培
え
る
効
果
的
な
研
修
の
実
施

や
、
市
民
の
声
を
常
に
念
頭
に

置
い
て
、
行
政
を
行
う
体
制
づ

く
り
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

高
齢
者
や
子
ど
も
に
対
し
て

議
員

社
会
的
弱
者
で
あ
る
、

ま
た
、
そ
の
負
担
を
後
年
度

に
ど
の
よ
う
に
計
画
的
に
割
り

振
っ
て
い
く
の
か
。

市
長

新
曽
第
一
の
総
事
業
費

は
４
８
５
億
円
で
、
14
年
度
末

の
進
捗
率
で
は
64
億
円
、
一
般

会
計
繰
入
金
の
累
計
額
は
55
億

円
で
す
。

ま
た
、
19
年
度
ま
で
の
事
業

費
は
99
億
円
、
こ
の
う
ち
55
億

円
が
一
般
財
源
と
し
て
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

新
曽
第
二
の
総
事
業
費
は
、

２
５
０
億
円
を
想
定
し
て
い
ま

す
。両

事
業
の
推
進
は
、
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
最
大
の
課
題
で

あ
り
ま
す
の
で
、
予
算
の
優
先

配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
財
源

確
保
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
導
入
の
事
務
事

業
評
価
シ
ス
テ
ム
を
一

つ
の
手
法
と
し
て
、
事

務
事
業
を
総
合
的
に
見

直
す
こ
と
が
、
行
政
経

営
の
経
済
性
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
活
動
の
中
に
、
市
長

の
考
え
方
に
近
い
人
や

後
援
会
の
役
員
を
入
れ

る
と
、
形
骸
化
し
て
し

ま
う
。

細
心
の
注
意
が
必
要
と
思
う
が
。

市
長

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

市
民
と
の
協
働
作
業
の
手
法
の

一
つ
と
し
て
さ
ら
に
経
験
を
重

ね
つ
つ
、
質
・
量
と
も
に
向
上

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
も
ち
ろ
ん
、
必
要
に
応
じ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
グ
ル
ー
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
他
の
手

法
も
併
せ
て
実
施
し
、
公
平
性

を
担
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
、

ま
た
、
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

議
員

新
曽
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
第
一
・
第
二

と
も
に
昨
年
の
事
業
費
を
か
な

り
上
回
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

全
般
に
か
か
る
総
事
業
費
は
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。
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議
員

「
自
立
し
た
都
市
」
と

は
、
国
や
県
の
施
策
を
越
え
た

先
進
都
市
と
考
え
て
い
る
が
、

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
内
容
は
。

市
長

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

戸
田
市
の
特
性
を
生
か
し
、
個

性
あ
ふ
れ
、
市
民
と
市
民
が
互

い
に
助
け
合
い
、
市
民
と
行
政

が
力
を
合
わ
せ
て
築
き
上
げ
る

戸
田
市
独
自
の
施
策
や
サ
ー
ビ

ス
を
備
え
た
ま
ち
が
、
自
立
し

た
都
市
の
一
つ
の
姿
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
要
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
自
己
決
定
、
自

己
責
任
を
前
提
と
し
て
、
必
要

な
人
材
や
財
源
な
ど
の
多
く
を
、

自
前
で
賄
え
る
都
市
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
ま
す
。

職
員
の
意
識
改
革
を

議
員

全
て
の
職
員
に
「
主
役

は
市
民
」
と
の
意
識
を
徹
底
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
研

修
や
市
長
の
メ
ー
ル
で
徹
底
で

き
る
か
。
職
員
は
、
ま
ず
市
民

生
活
の
実
態
を
、
市
民
の
中
で

高
齢
者
や
子
ど
も
に
対
す
る
や

さ
し
い
政
策
と
し
て

①
高
齢
者
の
住
宅
対
策
は
。

②
保
育
園
入
所
の
緊
急
対
策
は
。

市
長

①
現
在
実
施
し
て
い
る

高
齢
者
世
帯
賃
貸
住
宅
家
賃
差

額
助
成
事
業
や
、
高
齢
者
居
室

等
整
備
資
金
融
資
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
新
曽
保
育
園
の
改
築
に
よ
る

20
人
の
拡
大
と
、
喜
沢
南
保
育

園
と
新
曽
保
育
園
で
の
一
時
保

育
の
拡
大
、
さ
ら
に
２
月
に
、

新
た
に
家
庭
保
育
室
を
市
内
１

カ
所
で
指
定
し
、
全
体
で
10
カ

所
と
な
り
、
入
所
待
機
児
童
の

解
消
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員

下
水
道
を
敷
設
す
る
に

は
、
こ
れ
だ
け
の
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
こ
と
が
最
低
条
件
で
す
、

と
い
う
計
画
案
を
早
期
に
示
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

ま
た
、
街
区
を
変
え
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
が
不
可
能
な
中

央
地
区
に
つ
い
て
は
、
住
居
表

示
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

市
長

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の

開
催
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
な
ど
に
よ
り
、
計
画
案
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
元
町
会
長
を
初

め
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
早
急
に
ま
ち
づ
く
り

組
織
を
立
ち
上
げ
、
当
該
地
区

の
下
水
道
計
画
も
含
め
た
整
備

計
画
案
を
取
り
ま
と
め
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
居
表
示
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
が
進

む
中
で
、
都
市
計
画
道
路
な
ど

の
基
盤
整
備
事
業
の
進
捗
に
併

せ
て
、
前
向
き
に
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

心
身
障
害
者
の
福
祉
施
策
は

議
員

本
市
の
心
身
障
害
者
施

設
の
絶
対
量
が
不
足
し
て
い
る
。

財
政
上
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の

運
営
と
い
う
問
題
も
あ
る
と
思

う
が
、
入
所
を
取
り
入
れ
た
認

可
施
設
の
設
置
の
検
討

を
。

市
長

現
在
、
障
害
者

計
画
を
策
定
中
で
す
が
、

そ
の
中
の
重
点
施
策
と

し
て
、
知
的
障
害
者
更

正
施
設
（
入
所
、
通
所
）

の
整
備
を
進
め
る
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

心
身
障
害
者
地
域
デ

イ
ケ
ア
施
設
は
、
施
設

運
営
等
に
つ
い
て
は
市

が
す
べ
て
負
担
し
て
い

ま
す
が
、
認
可
施
設
に

な
る
と
、
国
か
ら
の
補
助
金
が

多
く
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
認

可
施
設
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

商
業
活
性
化
対
策
は

議
員

相
次
ぐ
大
型
ス
ー
パ
ー

の
進
出
で
、
個
人
商
店
は
ぎ
り

ぎ
り
の
所
ま
で
来
て
い
る
。
今

年
も
商
品
券
の
発
行
を
す
る
な

ど
、
商
業
活
性
化
対
策
を
。

市
長

商
工
会
や
商
店
街
連
合

会
な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

め
、
今
ま
で
の
手
法
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
商

業
振
興
に
意
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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議
員

自
立
都
市
に
向
け
た
行

政
改
革
と
し
て
、
企
業
の
経
営

手
法
を
取
り
入
れ
る
と
し
て
い

る
が
、
利
益
を
追
求
す
る
企
業

と
、
行
政
の
経
済
性
を
ど
の
よ

う
に
整
合
さ
せ
る
の
か
。

市
長

顧
客
満
足
、
顧
客
第
一

主
義
の
企
業
と
、
市
民
ニ
ー
ズ

や
満
足
状
況
を
把
握
し
て
、
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
自
治
体

の
行
政
経
営
理
念
は
、
共
通
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
で
は
、
必
然

的
に
施
策
の
選
択
の
必
要
が
あ

り
、
そ
の
基
準
な
ど
の
決
定
づ

け
は
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

総括質問とは、市長就任時に行われる所信表明または施政
方針に対する質問で、２人以上で構成する会派による代表制
の質問のことです。
今定例会では、３月４日の本会議において、５名の議員が

会派を代表して総括質問を行い、市長の施政方針に対して考
えをただしました。ここに掲載したのは、その概略です。
なお、施政方針の内容は、４月１日号の「広報戸田市」に

掲載されていますので、そちらをご覧ください。

市政運営の基本方針は

21世紀クラブ　栗原　隆司　議員

新曽中央地区
まちづくりは

自民クラブ　召田　均　議員

自
立
し
た
都
市
と
は

日
本
共
産
党
　
望
月
　
久
晴
　
議
員

▲新緑のうしろには富士山が

▲障害者の認可施設の設置を

▲ぶつからないようにネ


